
1980年出上の木簡

福
岡
・観
世
音
寺
僧
房
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
筑
紫
郡
太
宰
府
町
大
字
観
世
音
寺
字
山
ノ
井

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
四
月
を

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
九
州
歴
史
資
料
館

４
　
調
査
担
当
者
　
森
田
　
勉

・
高
橋
　
革早

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
！
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

観
世
音
寺
は
天
智
天
皇
が
朝
倉
橘
広
庭
宮
で
崩
じ
た
斉
明
天
皇
追
善
の
た
め

に
発
願
し
、
八
〇
余
年
後
の
天
平
十
八
年

（七
四
一Ｃ

に
完
成
し
た
。

大
宰
府

管
内
の
寺
院
の
上
首
に
位
置
し
、
府
の
大
寺
と
し
て
の
格
式
を
誇

っ
た
。
今
回

の
調
査
地
は
現
観
世
音
寺
境
内
の
北
側
に
位
置
し
、
そ
の
伽
藍
配
置
の
上
で
は

僧
房
跡
な
か
で
も
小
子
房
跡
に
推
定
さ
れ
る
地
域
に
あ
た
る
。
ま
た
こ
こ
は
国

指
定
史
跡

「観
世
音
寺
境
内
お
よ
び
子
院
跡
」
の
一
部
で
も
あ
る
。

観
世
音
寺
の
僧
房
に
つ
い
て
は
延
喜
五
年

（九
〇
五
）
の
『資
財
帳
』
に
そ
の

数
や
規
模
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
の
観
世
音
寺
文
書
に
お
い
て
も

散
見
さ
れ
る
。
昭
和
五
十

一
年
度
に
大
宰
府
史
跡
第
四
三
次
調
査
と
し
て
講
堂

（現
金
堂
）
の
背
後
地
区
に
つ
い
て
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
長
大
な
東
西
棟
の

建
物
跡
を
検
出
し
た
が
、
そ
れ
は
梁
行
四
間
に
対
し
て
桁
行
は

一
九
間
以
上
に

延
び
る
も
の
で
、

『資
財
帳
』

に
見
え
る
大
房
の
遺
構
に
比
定
し
た
。
今
回
の

調
査
は
こ
の
大
房
跡
の
北
側
に
町
道
を
隔
て
て
接
す
る
地
域
に
つ
い
て
実
施
し

た
が
、
そ
の
主
要
な
目
的
は

『
資
財
帳
』
に
長

一
九
丈
五
寸
、
高

一
丈
、
広

一

丈
四
尺
の
二
宇
と
記
さ
れ
た
小
子
房
の
遺
構
確
認
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
主
要
な
遺
構
と
し
て
は
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の

井
戸

一
四
基
、
柵
列
二
条
、
多
数
の
土
墳
お
よ
び
濤
な
ど
を
検
出
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
で
は
後
世
と
く
に
近
世
に
お
け
る
削
平
が
著
し
く
、
目
的
と
し
た
小

子
一房
の
遺
構
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
土
媛
と
濤
に
よ
っ
て

囲
ま
れ
た
部
分
は
か
な
り
の
広
が
り
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
空

白
に
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
断
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
建
物

な
ど
何
ら
か
の
構
造
物
が
存
在
し
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
た
。
検
出
し
た
遺
物

は
、
各
種
の
瓦
類
お
よ
び
土
器
類
の
ほ
か
に
、
陶
磁
器
、
円
面
硯
そ
し
て
木
簡

な
ど
で
あ
る
。
木
筒
は
、
木
簡
様
木
片
ま
で
合
め
る
と
、
合
計

一
〇
点
が
出
土

し
た
が
、
ン」
れ
ら
は
い
ず
れ
も
土
壊
あ
る
い
は
濤
か
ら
検
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
お
よ
び
木
簡
様
木
片

一
〇
点
の
う
ち
、
文
字
の
認
め
ら
れ
る
も
の
は
三

点
に
す
ぎ
ず
、
他
は

一
点

一
画
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
五
点
で
あ
る
。

ま
た
、
残
り
の
二
点
が
木
簡
様
木
片
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
点
は
〇
三

一

型
式
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
宰
府
史
跡
で
は
こ
れ
が
初
見
例
で
あ
る
。
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９
　
関
係
文
献

九
州
歴
史
資
料
館

『
大

宰
府
史
跡
　
昭
和
五
十
六

年
度
発
掘
調
査
概
報
』
に

報
告
予
定
。

（倉
住
靖
彦
）

木

簡

研

究

第
二
号

巻
頭
言
―
―
木
簡
と
墨
書
土
器
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
野
　
邦
雄

一
九
七
九
年
出
上
の
木
筒

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
官
跡
庭
園
跡

藤
原
官
跡
　
藤
原
京
条
坊
関
連
遺
構
　
長
岡
京
跡
　
平
安
京
左
京

内
膳
町
跡
　
国
府
遺
跡

大
阪
城
三
の
九

全
爪
橋
日
）
遺
跡

木
津

氏
館
跡
　
下
津
城
跡
　
城
山
遺
跡
　
新
倉
館
跡
　
鴨
遺
跡
　
穴
太

遺
跡
　
服
部
遺
跡
　
畑
田
廃
寺
跡
　
下
野
国
府
跡
　
道
伝
遺
跡

払
田
柵
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
尾
道
市
街
地
遺
跡
　
安
芸
国
分

尼
寺
伝
承
地
　
久
米
窪
田
Ⅱ
遺
跡
　
金
光
寺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡
０

平
城
官
跡

（第
三
二
次
・
第
三
ハ
・
一
七
次
。
第
一
八
次
・
第
二
〇
次
）

周
防
鋳
銭
司
跡

木
簡
と
大
宝
令

中
国
に
お
け
る
雲
夢
秦
簡
研
究
の
現
状

猫
井
遺
跡
出
上
の
木
筒

彙
報

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
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四
〇
〇
円

岸
　
　
俊
男

永
田
　
英
正
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